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(大阪大学大学院 ・名誉教授の方々より)

玉井瞳先生のご退職に寄せる

石 田 久

愈々玉井先生が停年を迎え られ、 ご退職にな るということを正式に承 り、

感慨一入というところです。先ずは、無事に停年を迎えられることを心か ら

お喜び申し上 げます。

これまで は、大阪大学の英文学講座を停年で退職された方は、大抵は更に

別の大学で、第二、第三の勤あをなさるのが普通でしたので、それを当然の

ことのように考えておりました。 しかし、藤井治彦先生のことがあって、や

はり無事停年を迎えるということは、色々な条件 に恵 まれた、めでたいこと

なのだと思 うようになりました。「心からお喜び」 と申し上げたのは、そう

いう背景か ら来るものです。

玉井さん と初めてお会いしたのがどういう状況であったのかを今思い出す

ことはできないのですが、多分阪大英文学会か何かの集いであったのだろう

と思います。 これは、可能性を後から考えてそのように思 っているだけで、

非常に永年にわたって頻繁に会い、親 しくしている人 といっ初めてあったの

か思い出せないのが普通でしょう。多分彼が大学院に入 られた頃ではなか っ

たかと思われます。私 はその頃、恐 らく他大学に勤め、阪大の当時の教養部

に非常勤講師として出講 していたのではないで しょうか。

私の記憶にある若いころの玉井さんは、今 と同様に、いっもダンディな服

装で、にこやかな笑みをたたえておられました。少 し早口で話すところも変

わっていません。その後文学部の助手になられたころからは記憶が少 しずっ
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鮮明になります。

さて一方、本誌の昔ぱなしとなると、記憶はあいまいになりかけています

が、 これは既に一度発刊20年 の記念号に書 きま したので、記録によって正

確に書けます。昭和37年4月 に第1号 が出ていますか ら、計画が出たのは

前年の春 ごろのはずです。創刊号の編集に当たられたのは、刊行の時点で、

博士(後 期)課 程2年 次在籍中の森晴秀氏(神 戸大名誉教授、のち京都女子

大教授)と 同1年 次在籍中の梅垣清氏(大 阪女子大名誉教授)で 、2年 次在

籍中の藤井治彦氏 も全面的に協力され、特に、 この雑誌の位置づけに苦心を

払われました。純粋の同人誌ではなく、かといって英文学研究室の公的なも

のではないので、「半官半民」のような体裁を取ろうという提案をされまし

た。

今 も表紙を飾 っている、誌名の活版 は、森晴秀氏の力作です。Saturday

Reviewの 表紙の'Review'を モデルとして、それに合わせて'OsakaLiterary'

をご自身で レタリングして、活字店で特注されたものです。第2号 は柏木俊

和氏(神 戸大名誉教授)と 私が編集を任 され、経費節減のため大阪刑務所に

印刷を依頼 しました。親切に協力 して頂いたのですが特殊な活字の手持ちが

乏 しく、町の活字屋に探 しに行 ったこともありました。むろん表紙の文字は

私達の特別なものなので、刑務所に届けて使 って もらいました。第2号 は体

裁、紙質などで少 し見劣 りしましたが、私達の意気は益々盛んで した。第1

号の時に劣 らず、送付 した全国の多数の先生方か ら、予想以上に暖かい反響

を頂 きま した。「大学院英文学談話会」という名前を付けた学生の団体が刊

行する研究雑誌は他 にはあまり見 られなかったか らで もありま しょうし、

OLRの メ ンバーの日本英文学会の全国大会での発表が続いたせいもあるの

で しょう。阪大の英文科は注目を受ける存在になりっっありました。

さて、玉井さんがOLRに 参加 されたのは第9号 からでありました。(序 な

が ら、 この号 は、表紙の号数が'No.Xrと なっていて、背表紙には正 しく

'No.9'と印刷 されている珍 しい号です。)実 際に論文を寄せ られたのは、第
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10号(1971年10月)で 、 ワイル ド論をもって颯爽 と登場されたのでした。

多分 この年の春に提出された修士論文の一部なのだったので しょう。 この後、

A.シ モンズ論が続いて寄せられ、活発なご活動の始まりとなりました。

この10号 というのは、少 しいわ くのある号なのです。玉井さんの登場の

他に、特記すべきことが他に2っ ありました。ひとっは、第2号 から続いて

いた大阪刑務所での印刷の最終号となったことです。第2号 の頃に較べると、

第10号 は表紙や中の紙の質 も、また刷 りあが りの出来栄え も格段によくな

り、一般の商業印刷所 と変わ らない域にまで達 していま したが、多分先方の

方針が変わ って受注の対象が制限されたのでありま しょう。

もうひとっは、第10号 を一っの区切りとして、一定の学年以上の人が、

同人を 「卒業」 したことです。それ以前にも、専任職(と 同時に勤務先の発

表手段)を えて、散発的に止めて行かれた方もありますが、まとまってとい

うのはこの号が初めてです。 この時に 「卒業」 したメンバーには、最初から

のメンバーの殆どが含まれていました。最 も学年が上であったのが、藤田実

氏(大 阪大名誉教授)で 、その次の学年は、藤井治彦氏(篠 、大阪大文学部

教授)、 森晴秀氏(既 出)、斉藤俊雄氏(大 阪大名誉教授)な どで、1962年

に博士(後 期)課 程へ進学 した学年 までが中心でありました。柏木俊和氏

(既出)と 私 もこの年に同人を卒業 しましたが、同学年で残 った人もありま

すから、厳密な線引きをしたのではなかったのでしょう。

思えばお互い長い道のりを来たものです。つい先日(09年8月 初旬)天

満橋で、奥様 とご一緒のところへ偶然行き合わせた時 も溌剌 としておられ、

事実を知 らなければとても来春退職を迎えられ るようには見受けられません

で した。

とはいえ、年齢は確実に心身を衰えさせ るもの、呉々もご用心頂きたいと

思います。私もずっと年齢を忘れておりま したが、 この4月 に生 まれて初め

て10日 間の入院をす る羽目になり、思い出した次第です。 ご停年の後にも

きっと新 しい、素晴らしい世界が待っています。阪大 とはまた違った意味で、
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充 実 した 日々 にな ることで しょう。私 もそういう日々を、あ と暫 ら くは送 り

たい と願 って います。

玉井 さんの ご健勝 と、OLRの 一 層 の発展 を心か らお祈 り申 し上げ ます。

(元英米文学講座教授、大阪大学名誉教授、大阪学院大学教授)

待 兼 山 の40年

成 田 義 光

私にとっての待兼山の40年 が始 まったとき、それは1968年 ですが、私た

ちの敬愛する玉井 障教授はまだ学部の学生でした。当時学生 は教養部に2

年在籍 してか ら学部に進学するという制度で したから、玉井君はその2年 ま

えから待兼山の住人になっていたことになります。彼はOscarWildeと(確

か)世 紀末文学の研究で卒論 と修論を書いて、修了後す ぐ助手に就任されま

した。(西 暦 も21世 紀に入 りましたから世紀末 という言葉は今は使わないか

も知れませんね。)主 任教授の村上至孝先生のお話ですと、彼の論文は両方

とも長大なものだったそうです。だったそうですとは無責任な言い方で、当

時の論文審査は4人 総当たりのときと、少なくとも3人 が審査教官になるの

が慣例でしたから、私 もそのどちらか一っ、あるいは両方を読んだはずです

けれども、はっきりとは思い出せません。 この物覚えの悪さはご寛恕ねがい

ます。私と玉井君の共有する40年 ほどの年月はその頃に始まります。

助手 になってからの彼は、いっ助手室を覗いて もタイプを打っていました。

村上先生の講義資料を作っていたのです。今のような複写機 もワープロもな

かった時代のことですか ら、助手の職務もかなりの部分が肉体労働だったで

しょう。白紙 にタイプ した資料をどうしたかというと、青焼 きといっていた

文明の利器で必要部数をコピーしていました。私などは、洋原紙にタイプで
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打 ったのを輪 転機で 印刷 した ものです。 言 うまで もな く和 原紙 の謄写 刷 りも

経験 しま した。 もっと古 い時代 の助手の仕事 は、朝 出勤す るとまず教授室の

火 鉢 の火 を お こす こ とだ った そ うです よ。 この エ ッセイ の執筆 依頼 は、

WORD97-03形 式 で保 存 し、 ファイル名 はOLR48一 エ ッセ イー 名前 にす

るようにとい うご指 示です。 どうですか。 あの青焼 き時代 か ら途轍 もな く長

い時間が流れ たのです。

村上先生 は いっ も昼食 は助手 室で とられてい ま した。私 はよ く厚か ましく

ご一緒 させ て いただ いて いま した。 当時学部 の演習 では、英語学演習 も文学

作 品を読 む こ とにな って いま した。 阪大 での最 初の年私 は村上先生 の ご意 向

で(と 毛利 先 生か ら伺 って いたのですが)Whitmanを 読 む ように言 われて

いて、畑違 いの新米 の私 には荷 が重す ぎるのはわか って いま した けれ ども、

カ リキ ュラムは着任 まえに決 ま りますか ら、仕方が あ りませんで した。曠野

の40年 の始 まりに もな りかね ない状況で した。 しか し2年 目か らは散文作

品 を読 むこ とがで きるようにな りま したので、語法研究 の用例蒐集 の内職 も

で きま した。

2、3年 経 ってHawthomeのTheScarletLetterを テキ ス トとして使 うこと

を決 めて,そ の旨 を村上先 生 にお話 しま した。先生 は即座 に、 その テキス ト

にはTheCustomHouseは 入 っています か、 とお訊 きにな ったのです 。青 天

の霹靂 で したね 。 私 は下 調べ は始 めて い ま した けれ ど も、 第1章 のThe

Prison-Doorか ら読 み始 めてい たのです。 選ん だテ キス トはModernLibrary

CollegeEditionで 、 件 の長 いlntroductoryを 大 急 ぎで読 んだ ことを覚 えて い

ます。後 で玉井 助手が耳打 ちして くれて分 か ったのです が、村上先生 は この

作 品の教科書 版を南雲堂か ら出 してお られたのです。不 明を恥 じる、 とはこ

ういうことを言 うのですね。

言語文化研究科 を一足先 に定年退職 された仙葉 豊君た ちが学 部に上が っ

て きたとき、 その後数年 にわたって英文の年中行事 にな った和具旅行 をす る

ことにな りま した。その第1回 目に、1日 だけ村上先生が参加 されたのです。
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和具の臨海宿舎には和舟があって、英語学の助手をしていた島田 守君が伝

馬船を漕いで くれて、少 し水深の深いところで釣りを しました。村上先生 も

乗っておられて、玉井君などは懸命に釣 り糸を垂れていました。そのとき私

はひょっとしたら櫓を漕いでこの伝馬船を操れるのではないかと思、ったので

す。意外、5分 と経たないうちにかなり漕げるよう.になりました。村上先生

が一言、体で覚えたことは何年経 っても忘れないのですね、と。それからお

調子者の私は玉井君をっかまえて、櫓を漕 ぐコッは、櫓の先が8の 字を書 く

ように動かすんだとか言 って教えました。彼はいやな顔一つせずに練習に励

んで、彼の方が体力 も器用さも一枚上ですから、またた く間に私を凌 ぐほど

上達 したのは言 うまでもありません。

こんなこともありましたね。昼食後いっ ものように助手室で四方山話を し

ていたとき、村上先生がひょいと、今度の学会は東京ですが、行きも帰 りも

同じコースというのはっまらないですね、 と仰 ったんです。 もったいないサ

ジェッションで直 ぐに話がまとまり、学会2日 目の午後新宿で落ち合 って、

小田急、国鉄と乗り継いで箱根の強羅で一泊というまことに優雅な復路にな

りました。強羅か ら芦ノ湖へはロープウェイで くだることに して、乗 り場に

行ってみると、60歳 以上の方は一人ではお乗 りになれません、と書いてあっ

て先生が、あなた達が一緒でよかったとぽっ りとおしゃったことが思い出さ

れます。坂本 武君が一緒でしたね。

どうも玉井君のことは、村上先生を抜きにしては語れないようです。私は

玉井君の結婚式に出席する光栄によくしましたけれども、その披露宴に村上

先生は主賓 として出席 しておられました。1年 か2年 たった頃で しょうか、

彼のご自宅に呼んでいただいて、彼には過ぎた(失 礼、でもやはり過ぎた)

奥さんの手料理で美酒を酌み交わ したこともありました。 もう何年 もお会い

しておりませんが、けっして忘れていません、と奥さんにお伝えしたいです。

待兼山が曠野のようなときでも彼が泰然自若として事に当たることができる

のは、一重に内助の功の賜でしょう。
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彼のお家 は農家で、私の家 も耕す田畑はろくにな くて も百姓家ですか ら、

その点で も共通の話題が多かったと思います。いま高槻の我が家の猫の額ほ

どの庭にも、蜜柑、柚子、金柑、枇杷からレモ ンまで植えてあって、ちょっ

とした自慢 の種ですが、 それも玉井君の影響かも知れません。花より団子

(実のなる木)と いうのが、飢餓体験を持っ私の主義ではありますけれども、

椿や木槿をはじめ花の木 も何種類かあります。すっかり年をとった私 には庭

は、鳥や昆 虫と共に、狭 いなが らも命(い のち)の ことを学ぶ教科書です。

堤中納言物語に倣って言えば差 し詰め虫めつる老爺というところで しょうか。

英語学の河上誓作さんの失笑を買 うことになりそうですが。

いっまで も若いと思 っていた玉井 障教授 も今学年度末で定年を迎え られ

るとのこと、27年 もの長 きにわたる学生 ・院生たちの指導、いくっもの学

会でのお働 きを皆で拍手をもって讚えたいと思います。私 としましては40

年をこえる長い間のご交誼に心か ら感謝 しています。 ありがとう!学 兄は

心がひろく、明るい性格で、行動力のある研究者です。人みしりのひどい私

などは年長ではありながらどれだけ助けてもらったことでしょう。学兄が築

かれた大いなる遺産は後輩たちが受 け継いで発展させるでしょう。待兼山も、

その昔モーセがイスラエルの民を率いて遂に到達す ことのできた乳と蜜の流

れる地 となって、訪れる貴兄を迎えてくれるでしょう。健康にも恵まれてい

るといっもお見受けしていたとはいうものの、 くれぐれもご自愛なさりっっ

今後 とも諸方面でよいお仕事をなさってください。奥 さんの労をねぎらうこ

ともお忘れなく。擱筆。

(元英語学講座教授、大阪大学名誉教授)
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ペイ ターの波紋

藤 田 實

高校生 の時代 に、 いっ もわた くしが手元 に置 いて いた一 冊の訳詩集が あ っ

た。主 と して フランスのモデルニスムや サ ンボ リズムの詩 の ア ンソロジーで

ある第一書房刊 の堀 口大学訳 『月下 の一群』であ る。 その影響 があ って、人

間精 神の内的経験 その ものが言語 に結晶 した と思 われ る文学 が啓示 す る もの

に惹 かれ、そ れに影響 を受 けて、 ジェームズ ・ジ ョイスを卒業論文 のテ ーマ

に択 んだので ある。

大 阪大学 の文学部は、私が入学す る数年前 に創設 され たばか りであ ったが、

その私 が入学 した年に は、 初代 の英文科教授 である竹友藻風先生 が亡 くな ら

れてい る。 その年度 の講義 題 目に ワーズ ワスのThePreludeが あ ったこ とだ

けは記憶 して いる。 のちに文学部 に兼任 で講義 を もったとき、 シェイクス ピ

アの作 品 に前後 して ワーズワスの この作品を講義 に選 んだ ことが あるのは、

一っ には
、 この遥か な遠 い記憶のせいで もある。 ともあれ、学部 の学生であ っ

た頃、後任教授 がまだ決 ま らな くて、 もっぱ ら助教授の矢本貞幹先生の講義

を聞 いた。 この数 年後 に、 矢本先 生 も阪大 を去 られ る とい うことにな る。

「ペ イターの波紋」 とい う題 をえ らん だが、阪大英 文科 の創世期 の ことに触

れず には、 ペイターの波紋 は語れ ないので ある。

矢本先生 は、た しかCenturies'Poetryと 言 う英詩 のア ンソ ロジーをテ クス

トに用 いて講義 をされ たと思 う。わ た しは詩が好 きだ ったか ら、 これは熱心

に聴いた。同時 に、当時同志社大学か らバベル先生 が出講 して こられて、 モ

ダンライ ブラ リー版の アメ リカ現代詩の アンソロジーを用 いて講義 されたか

ら、 さらにも っけの幸 いであ った。 しか し、同 じ程度 にわた くしに とって幸
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いなことは、同じ教室 に、後に広島大学に行かれた坂本公延さんが一年先輩

でお られた ことであった。

当時は、第二次世界大戦が日本の敗戦におわってか らまだ七、八年の時期

で、〈戦後 〉と言 う言葉が、まだまだ十分に リアルな意味を担っていた時代

であった。公延さんが、旧の海軍士官の制服 らしき紺の上着をしゃんと着こ

なし、風呂敷包みをかかえて、神戸市内から豊中の待兼山のキャンパスに現

れてこられるのは、大変に格好よく見えた。 この公延さんが、矢本先生の講

義が始まるまえに、その日に取 り上げられる英詩の作品にっいて、ひとしき

り解説 して くださるのである。公延さんは、当時、シェイクスピアの道化の

ことなどに関心をもたれていたのではないかと思 うが、やがてヴァージニァ・

ウルフが研究の中心になった。秀でた感性の持ち主で、 しかも後には英語で

ウルフ張 りの小説を書 いてイギ リスのBBC海 外放送に採 り上げられるとい

う語学の達人だから、公延 さんの英詩の前講義が、聞かせどころのあるのは

当然であった。これまで公延さんが出版された本の中には小説集もあり、ま

た今 日でも、折にふれて広島から作品を送 って下さるが、わたしは、その作

品世界を成立させている一見何気ない日常の会話にゆらめく不思議な静謐を、

「公延浄土」 とひそかに名付けているのである。

何故ここで公延さんのことを云 うのかというと、矢本先生と公延さんとは、

私の中で切 り離せない存在だか らである。公延さんに連れられて、たしか何

度か矢本先生のお宅を訪問した。大阪市の東南部、東住吉区の正味の庶民的

な住居に、先生はご夫婦で住んでおられた。公延さんは臆するところ無 く愉

快に文学論を展開し、和服姿の矢本先生はまじめに、ときにニコニコと半畳

を入れながら、 これを聞いておられた。先生は、会津八一を少 し長谷川一夫

に近づけたような風貌で、少 しシャイ。普段の教室での講義や演習などは地

味すぎるぐらい地味で、談論風発というところはなかった。講義は、たしか

イギ リスの文学批評 についてであった。 シェイクスピアはJuliusCaesarを

読んで くださったが、 シェイクスピアも読んでおかなければというふうで、
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教 卓 の向 こうに座 ったまま、 学生が訳 すのを黙 って聴 いてお られ るだ けで、

(歌 舞伎や文楽 も見 てお られ たはずだが)劇 作品 に対 す る思 い入れ な ど微塵

もその気 配 はなか った。そんな矢本先生 の、 私たち学生 があま り知 らな い在

り様 を、公延 さんのおか げでお宅 で は垣間見 る ことがで きた。矢本 先生 は、

岐阜県 のお生 まれで、幼少 の頃に川 で危 うく溺 れ死 ぬよ うな経験 を されてい

る。 また、 お医者 さんであ るご父君 を少年時代 に亡 くされ たとか。何冊 かの

詩集 もあるが、 その一冊 はた しか 『白骨 の対話』 とい う表題で、お そ らく中

原中也あた りとっ なが る詩魂 を物語 ったものではないか と思 う。 また先生 は、

夏 目漱石 にっ いて並 々な らぬ思 いを致 してお られ たことが、話 の節 々 に うか

が うことがで きた し、漱石 にっ いて も何冊 かの著書 もお持 ちである。先 生 と

公延 さんを並 べ ると、 どこか漱 石の 『こころ』の 〈先生 〉とく私 〉 とい う取

り合 わせが、 目の前にあ るよ うな思 いがす るのであ った。

矢本先生 の本職 の英文学者 としてのお働 きは、 この時期、 日本の英文学界

にた い して現代英 文学 のT.S .エ リオ ッ ト、1.A.リ チ ャーズ、 それに エ ンプ

ソンにいた る現代 イギ リス文学 の批評理論 を導入 され、 『英語青年』 誌 を中

心 とした評 論や、 また 『近代 イギ リス批 評精神』(1948)や 『現代 イギ リス

批評 の先 駆』(1955)な ど の著作 が、 その時代 のめ ざま しい先端的 なお仕事

で あった。すで に ランサ ムとか ブル ックス とかの アメ リカ発 の二3・ ク リ

ティシズムにっいても発言 されてお り、 この ときすでに、後年の 日本でのニュー

・ク リテ ィシズム大流行 の先 取 りしてお られたのであ った
。

しか し、 エ リオ ットや リチ ャーズに至 る文学批評 の動 きにふれ て、 わた く

しは どこかあ る瞬間に、 くっうがれた矢本先生 がウオルター ・ペイターのこ

とを、MariustheEpicureanの こ とを親 しげ に口に され たのを覚 えて いる
。

英文学 とい うもの陰影が矢本先生 の中で不意 に濃 くなった感 じが した。明 ら

か に矢 本先生 は、20世 紀 の イギ リスの現代文学 批評の動 きの背 後 に、 ペイ

ターの影を見て お られた。 というよりも、ペ イターの批評 の延長上 に、芸術

の 自立性が確認 され、 さ らにはワイル ドが個人 の奔放 な唯美主義 を芸術表現
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を極 限 にまで推 し進 めた。 その ワイル ドの恣意的 な自由を抑え、理性 と教養

と知識の支配 を原理 とするアーノル ドに遡 り、 このアーノル ドを受 け継 ぐか

たちでT.S.エ リオ ッ トの批 評方法が生 まれた と先生 は考 え られた。 この先

生 のお考 え は、それは建前 と して一 応 は整合性 のあ る説明 であ ると して も、

今 日で は、 む しろ批評家 エ リオ ッ トと詩人 エ リオ ッ トは矛盾 していて、 ペイ

ターを批判 しっつ もく思想 を薔薇 の香 りの ように嗅 ぐ〉と感覚 の働 きは否定

せず、作 品 の 『荒地』 で は、 あ る精神 や経験 の状態 をMariustheEpicurean

の よ うに、言 葉の イメー ジによ って具象的 に表現す る方法を採 り、 それはく

眼 に見え る象 徴主義 〉 と名付 け られて いる。 さ らに言えば、ペ イターは、 こ

の作品で マ リウスの澄 明で深 い内的思索の世界を、外 界を描いたイメ ジャ リ

と、眼 に見 え ない精神 的状況 とを照応 させ る手法 によ って、深 く象徴的 に表

現 させて い るとい う考 え方 もあるのだ。

ペイターに とって は、音楽 も、彫刻 も、詩 も、それぞれの形式 において人

間の感性 に優 れた印象 を創 り出す。その印象 の優 れた結 晶度 が もた らす精神

へのイ ンパ ク トは、(音 楽や彫刻 や詩 と言 うカテゴ リを越 えて)美 の イ ンパ

ク トと換 算 され る。 この美 の イ ンパ ク トへ の換 算が批評 の動機 なのであ る。

音楽 において もっとも緻密 に計量 され るよ うに、 それぞれの芸術形式 におけ

る美 のイ ンパ ク トの深 さの計量の方法が、 ペイ ターに とって文学批評 の方法

を深 く自覚 させ るもの とな った。1「Allartconstantlyaspirestowardsthecondi-

tionofmusic"と い うペ イターの言葉 は、 ほとんど間然 す るところのな い見

事 な、 また覆 しよ うの無 い決定的な表現 であ る。 この芸術 への純一 な志向の

深ま りが、 ワイル ドへ のペ イターの影響 を深 くしたのであ る。 また上 に述べ

た ごと く、方 向 は少 しずつ違 って も、20世 紀 の文学 や、 エ リオ ッ ト以降 の

文学 批評 を、多少 ともペイ ターの影響下 にある とい う見方 を生む ので ある。

それ は、結果 的にペイ ターは、牽強付会 を恐 れずに言 えば、 いわば公延 さん

の ヴァー ジニア ・ウル フ理解 にも、また当時のわた くしの ジェイムズ ・ジ ョ

イス接近 にも、さ らにはまた、高校生 時代 の私の手元 にあった 『月下の一群 』
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のそのサンボ リスイムやモデルニスムにも、なにがしかの影響を及ぼ してい

るといえるのである。イギ リスの現代文学批評に思いを致すとき、ペーター

は、そのように波紋を持 った影響力そのものの存在 として捉えることが出来

るのではないかというのが、わたしの推測である。

矢本先生は東北大学の英文科のご出身であった。 この英文科は土居光知の

指導で優れた英文科を形成 し、大きな影響力をかたちつ くる。矢本先生の口

か らも、座談の中でおりにふれて 「土居先生」 と(〈 イ〉にアクセントをお

いて)お 名前がたびたびもれたのを覚えている。 この土居先生の 『文学序説』

は、昭和2年 初版の名著の誉れの高い著作である。私の本棚の手に届 くとこ

ろにあって、時々参考にさせてもらっているが、 この著書にもペイターは印

象深い章を形成 している。土居先生のお弟子 というわけではないが、土居先

生と知る人ぞ知る深い精神的つなが りがある英文学者に工藤好美氏がおられ

たが、この方は、それ こそペイター受容では、日本ではその右に出ることは

難 しいのである。(付 け加えて言えば、私が高校時代に英語を教わり、後に

関西学院大学に移 られた植木錬之助先生にも 『ウオルタア・ペイタアー研究』

の著書があるが、先生 も東北大学の土井先生のお弟子さんであった。)私 は、

矢本先生は終始冷静で公平な批評態度を維持されていたが、それでも英文学

の中にペイターが深い陰影を投 じているという見方は、そこか らは決 して消

えることはなく、それが矢本先生と土居先生との精神的な縁を深めていたの

ではないかと思 うのである。

私は、ずいぶん回り道をして しまっている。この 「ペイターの波紋」 とい

う文章で述べたか ったのは、このたび大阪大学文学部を定年退官される玉井

障教授のことである。長い間言い習わしてきたのであるか ら、 〈玉井 さん〉

といわせていただく。玉井さんは、昨年秋の阪大英文学会で講演をされた。

その演題 は 「世紀末文学とは何か」である。講演の内容は聞かれた方 も多い

ので省略させてもらうが、玉井さんは、オスカー ・ワイル ドの文学 と批評の

特質が、芸術表現 におけるfact崇 拝を退治 し、芸術をrealismの 牢獄から開
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放 し、 いわゆ る 「虚言 の衰退」 か ら文学 を蘇生 させ、救済 す ることか ら、話

をス ター トされた。 そ こでやは り興 味深 か った ことは、 ワイル ドの発想 の出

発点 にペイ ターが控 えて いたことであ り、批評行為 において大事な こととは、

対象 を くあ るがままに視 る 〉とではな く、 対象 が与 え る〈印象 を認識 する〉

ことであ る。 それ はペイ ター も考 え るよ うに、 芸術 形式 において再現 される

ものは単な る〈事実 〉で はな くて、快い感動 をもたらす ようなく感覚的経験 〉

で ある。 そ の ことで、玉井 さん はペイ ターの評 論TheRenaissanceか ら、有

名な レオナル ドの ジョコ ンダの肖像に関す る部分を引用 して話 を進め られた。

っ ま りそれ は、ペイ ターが この絵 画が触発 す る捉えがたい妖 しさの感覚 を、

細部 にわ た って、(ち よ うどMariustheEpicureanで 主 人 公 のマ リウスが嘱

目の風景 に対 してお こな ったよ うに)ジ ョコ ンダの肖像 についての具象 の美

を丹念 に視覚 に吸収 してい ること。 また、 その印象 を記 述す るその精神 の姿

勢 と緊張 によ って、優 に レオナル ドの この傑作の芸 術性 の高 さとまさ しく拮

抗す る批評主 体の美的生 活を堅固に造型す る力を表 現 して いること。 その こ

とによ って、 ペイ ター は彼独 自の、 しか し深 い影響 力を持っ一種の創造 的批

評 を形成 して いるとい うことが指摘 され うるのであ る。

玉井 さん は、 イ ギ リス19世 紀末 の文学 の特質 を語 るの に、 ワイル ドを軸

としてアー ノル ド、 ラスキ ン、 スティーヴ ンソ ン、 それ に画家の ターナーや

ホイ ッス ラーな どにも言 及 されて、大変 に内容 に富んだ聞 き応えのあ るお話

を されたのであ ったが、何をお いて も、玉井 さんのお考え の中 にペイ ターが

重要な位置を 占めていて、 その ことが、誰 もその後 に追従で きないよ うな質

と レベルに美 の使 徒 と しての ワイル ドを押 し上 げ、 イギ リスの19世 紀末 の

文学 と芸術を豊富な美 の表現世界 に した ことを、改めて認識 させ るものが あっ

たと私 は感 じたのであ る。玉井 さん のこのペイ ターへ の言及が、私の中 に一

っの波紋 を生んだ。その波紋のひろが りの うえに、旧師の矢本先生 とペイター

の ことが、意識の水面下か ら浮か び上が ってきた。 このこ とを書 こうと私 は

思 った。



104

玉 井 さん がお話 で触 れ られ た レオナル ドの ジョコンダの肖像 に関 す るペィ

ターの記述 の ことで、一つだ け付 け加 えてよい ことが ある。矢本 さん は後年

に、 この記述にっいて、土居光知 ・工藤好美 著 「無意識の世界』(昭 和41年)

に お いて、土居先生が さ らに新 しい神話 的想 像力を駆 使 して、新解釈 を提示

され たことへ の驚 きを、 自著 の 『文芸批評 のこころ』(昭 和57年)で 報 告 し

てお られ るので ある。それ は、特 にこの肖像 に対す る レオ ナル ドの記述 の後

半部、すな わち、"Sheisolderthantherocksamongwhichshesits;likethe

vampire,shehasbeendeadmanyyears,andlearnedthesecretsofthegrave"

で始 ま る後半の叙述 にっいて は、 レオ ナル ドが この肖像を制作 す るた めに、

タブローの あらゆ る部 分 にっいてあ らか じめ深 く綿密 に資料 をあっめ、 それ

に もとついて このモナ リザ像 を制作 したの にたい し、批評 す るペイ ターの側

で も、地 質学的 に、神 話学 的 に、 また身体解剖学 的に科学 的な調査 を行 い、

そのデー タの上 に立 って 自分 の想像 力を駆使 している。 ペイ ターの 「想 像力

批評」の新 しい試 みが そこに見 られ るのだ、 とい う見解 である。 この驚 きは、

ペイ ターの批評精 神にたいす る新 たな考察 の可能性が、 これか らもさ らに進

め られ うる ものである ことを示 唆す るもの として、非常 に興味深 い。

わた くしは この文章 を書 くにあた って、本棚 の高 いところにか くれ ていた

ず いぶん昔 に読 んだ黒 いバ ック ラム装 のテキス トを引 っ張 り出 した。研究社

版 の英文学 叢書Pater:TheRenaissanceで あ るが、 奥付 を見て、 それが昭和

10年 の発行 の竹 友藻風先生 の編注 に なる もので、 しか もその最初 の出版 の

年、 すなわ ち初版 は、大 正11年 に遡 るのを知 って驚 嘆 した。 しか も、 その

序文 には、「蔭 にな り、 日向にな り、終始 温情を以 って助 力を与え られた、

友人土居光 知氏へ は、氏 のPater研 究 に対す る尊敬 の しる しく又、二人 が と

もに抱 いて ゐた興味 と友情 を記念す る ものと して この ささやかな研 究の結果

を捧 げる」とある。竹友先生 はその序文 で、土居光知先生 のペ ーター研 究に

深 く敬意 を表 され、お二人の間 にはまぎれ も無 くく友情 〉と定義 すべ きもの

があ った ことを述べて お られ るので ある。 昭和24年 、 阪大英文科 を創設す
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るにあたって、 自らの支えとなる大事な助教授 として、土井先生のお弟子さ

んの矢本先生に白羽の矢を向けられたのは、 ほかならぬペイターの作品の注

釈の仕事をされたこの竹友先生であった。その竹友先生か ら数えて5代 目が、

玉井さんである。玉井 さんに、 ワイル ドを通 してのペイターへの深い思い入

れあるのは、決 して偶然ではないのである。

(大阪大学名誉教授)


